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H3ロケット6号機
（30形態試験機）
に搭載する

小型副衛星の概要



ｚ

2

革新的衛星技術実証3号機の
超小型衛星の概要



呼称 うみつばめ ペトレル

開発機関 東京科学大学

サイズ 約600×600×650mm

質量 約65kg

ミッション
内容等

宇宙科学、地球観測用マルチスペクトルカメラとハイパースペ
クトルカメラを用いた海洋・地上観測および近紫外線望遠鏡を
用いた天体測位・変動天体のオンボード識別を目的として、軌
道上での機能・性能検証を行うとともに、撮像データの市場提
供・ビジネス応用を行う。 
なお、本ミッションはJAXA革新的衛星技術実証3号機として選
定された実証テーマである。

陸海域分光ビジネス実証衛星 うみつばめ PETREL



呼称 スターズエックス

開発機関 静岡大学

サイズ 約560 x 580 x 600mm

質量 約65kg

ミッション
内容等

宇宙空間でテザーを1km伸展し、地球との距離差で発生する重
力勾配を利用して安定させる。伸展したテザーの上をロボット
（クライマー）が移動し、テザー伸展状態を制御する。テザー
で構成されるネットにより、ダミーデブリを捕獲するデモンス
トレーションを行う。
なお、本ミッションはJAXA革新的衛星技術実証3号機として選
定された実証テーマである。

宇宙テザー利用技術実験衛星 STARS-X
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H3ロケット相乗り打上げサービスによる
衛星の概要



呼称 ブロ・トゥエンティトゥ または ブロ・にじゅうに

開発機関 Unseenlabs（アンシーンラブス）

サイズ 8U（約100×200×400mm）

質量 約10kg

ミッション
内容等

海上船舶監視のための無線探知に特化した衛星コンステレー
ションを構成する1基。
これにより海上の違法操業などの不審行動を特定し、また、海
上の交通の状況を常時把握するサービスを提供する。
なお、1機のみでも正確な探知ができるMonosatellite技術によ
り、わずかな機数で全世界をカバーする。

BRO-22



呼称 ヴァーテックス

開発機関

代表機関：九州工業大学
JAXA-SMASH参加機関：JAXA宇宙科学研究所（ISAS）、関西学院大学、東京都
市大学、金沢大学、東京科学大学、福井大学、株式会社コシナ、セーレン株式会
社、株式会社イメージ・テック
国際共同研究機関：國立清華大学（台湾）、國立中興大学（台湾）

サイズ 6U（約100×226×340mm）

質量 約9kg

ミッション
内容等

・ミッション概要
VERTECSの観測対象である宇宙背景放射は、宇宙初期から現在までに放出され
たあらゆる放射の足し合わせであり、天体形成史を解明するために重要な観測量
である。
これまでの観測によって、近赤外線の宇宙背景放射は既知の銀河の積算光より数
倍も明るく、「未知の天体」の存在が示唆されている。その天体の候補として、
宇宙初期天体（原始ブラックホール等）や、近傍宇宙の天体（銀河ハロー浮遊星
モデル等）が提案されている。これらの天体の放射スペクトルは可視光波長で大
きく異なることが予想される。
そこでVERTECSでは、可視光での多波長観測を実施し、宇宙背景放射の超過成
分（謎の光）の起源解明を目指す。 

・ミッションの特徴
- 広視野望遠鏡で1年間に全天の４０％以上を観測
- 無消費電力の放射冷却により低ノイズ化した検出器
- 高精度の姿勢制御による長時間露光撮影
- 高速Xバンド送信機による大容量画像データダウンリンク

VERTECS

VERTECS外観2

VERTECS外観1



呼称 ホーン・エル / ホーン・アール

開発機関 株式会社BULL

サイズ 6U（約 100×226×366 mm） ※1基当たり

質量 約 10.6 kg ※1基当たり

ミッション
内容等

宇宙ゴミ（スペースデブリ）対策として役割を終えた宇宙機を、
迅速に軌道離脱させるPMD（Post-Mission Disposal）装置
「HORN （Hurtling ORbit Normalizer） 」の軌道上実証を行
う。
本装置はブームを自己伸展により膜面を展開し、大気抵抗を増
大させて宇宙機の早期軌道降下を実現する膜面展開型デバイス
である。打上げる2基の衛星（HORN-L・HORN-R）には異な
る収納方法でサイズの異なる膜を搭載し、展開動作・軌道降下
性能に必要な要素技術を実証する。
なお、本実証は「文部科学省 中小企業イノベーション創出推進
事業（SBIRフェーズ3）」の一環として実施する。

HORN-L / HORN-R


